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ISO14001環境監査

ISO14001認証登録書 外部審査機関による定期審査

環境方針
　貴金属・希少金属リサイクル業と産業廃棄物処理業を中
心とした各事業を通じて、地球環境の保全と循環型社会の
形成に貢献します。

（１） すべての事業活動において、環境負荷軽減のために、省
資源、省エネルギー、廃棄物の削減およびリサイクルを
図ります。
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貴金属・希少金属を中心とした資源のリサイクルを推
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環境の法規制および当社が同意するその他の要求事項
を順守します。

（５） 環境目的・目標を定め、定期的に見直し改善します。

（６） 社員が一市民としても環境保全活動に理解を深め、か
つ行動するように教育・啓発を行い、意識の向上を図
ります。

　この環境方針は全従業員および組織のために働く全ての
人へ周知するとともに、社外にも公開します。

環境マネジメント

経営層

拠点長 拠点長拠点長

拠点内部監査員

環境保全責任者

環境委員会

各部署

環境管理責任者

全体環境委員会

全体内部監査員

ISO事務局

ISO14001統合認証取得拠点運営体制
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私たちは社会と共生する「良き企業
市民」としてさまざまな企業活動を
通じ継続的に社会に貢献していきたい
と考えています。

社会的側面



コーポレート・ガバナンス
　持株会社体制のもと、より強固なグループ・ガバナンスの構築とリスクマネジメントの推進に努めてい
ます。

　ステークホルダーの皆様の期待に応えつつ、企業価値の最大化を図るために、持株会社であるアサヒホールディング

スを中心として、コーポレート・ガバナンスの充実に努めています。事業会社であるアサヒプリテックとジャパンウェ

イストは、分野ごとの特性に応じた迅速な意思決定を行い、事業を推進し、競争力の強化と収益力の拡大を図っています。

各社がその責務を果たし、企業グループとしての永続的な成長と発展をめざしてまいります。現在は取締役7名中1名、

監査役3名中2名を社外から選任しており、いずれも経営に対して独立した立場から監視・監督機能を果たしています。

コーポレート・ガバナンスに関する考え方

●アサヒホールディングス コーポレート・ガバナンス体制

株主総会

取締役会
取締役7名

（うち社外取締役１名）

代表取締役

内部監査

グループ各部門

グループ経営戦略会議

監査役会
監査役３名

（うち社外監査役２名）

会計監査人
（独立監査人）

監査

監査

監査 監査連携

アサヒプリテック ジャパンウェイスト

代表取締役

内部監査

グループ各部門

グループ経営戦略会議

監査

アサヒプリテック ジャパンウェイスト

− 25 −

　取締役会・監査役会・会計監査人・内部監査部門・内

部統制部門それぞれが有効に機能する体制を確立すると

ともに、コンプライアンスやリスクマネジメント、情報管

理に関する規程を整備し全社的な取り組みを実施するこ

とで、内部統制システムの強化を推進しています。また、

公正で健全な企業活動を遂行するために、グループの構

成員として厳守すべき行動指針をアサヒウェイで定めて

います。

　コンプライアンスは公正な企業活動を実現するための

重要課題であると位置づけており、法令順守および企業倫

理の徹底に取り組んでいます。とりわけ、廃棄物の適正処

理に関わる事業は環境関連法令や行政の許認可にもとづ

いており、社員一人ひとりが常に高い順法精神をもって行

動することが求められます。コンプライアンスに関する規

程やマニュアルを整備するとともに、社員教育や社員相互

コミュニケーションの場において一人ひとりの順法意識の

向上に徹底して取り組んでいます。

　社内で違法、不当な行為などの問題を早期に発見し解

決するために、「アサヒホットライン（内部通報制度）」を

設けています。社外の法律事務所を窓口とし、匿名での申

告も受け付けています。通報案件に関しては、申告者や被

申告者の人権やプライバシー保護に配慮した上で調査・

是正措置を講じる体制を整備しています。

　企業活動上に顕在・潜在するさまざまなリスクを適切

に管理するために、総合的な視点でリスクを把握し、評価

および対策を実施しています。リスクマネジメントを推進

することで、リスクの発生を未然に防止するとともに、

危機に発展した場合の損失を最小限に止めるよう努めて

います。

内部統制システムの整備

コンプライアンス

内部通報制度

リスクマネジメント

情報保護教育

　大規模災害などのさまざまな要因によって当社グルー

プの事業継続に必要な機能が低下するリスクがあります。

被害があった場合も早期に機能復旧をめざすためのアク

ションプランとして事業継続計画を策定し、以下のような

施策を推進しています。

・主要工場への自家発電機導入による補助電力確保
・工場設備の運転時間調整やオフィスでの節電による
ピーク電力抑制
・サーバーなど情報システムのバックアップ強化
・一部生産、処理工程の分散化（複数拠点による相互補完）
・機器設備類の耐震性強化
・化学物質等の漏液、拡散を防ぐための設備強化
・グループ全拠点での飲料水、食料等の備蓄
・安否確認、緊急連絡網の整備

事業継続計画（BCP）
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●お客様満足度調査

　定期的に「お客様満足度調査」を実施しています。当社
の営業活動全般に対する満足度を調査し、回答結果をもと
に問題点の改善を行っています。今後も定期的に調査を
行い、お客様の満足度向上に取り組んでいきます。

●公正取引に関する取り組み

　当社グループはアサヒウェイ（3頁参照）の中で、「公
平な競争を阻害する行為の禁止」、「お取引先の情報や技
術等の機密保持」、「不適切な利益授受の禁止」などを定
め、公正取引や企業倫理の順守を徹底しています。

　アサヒプリテックでは品質保証部門が中心となり、営業
部門、技術開発部門、製品製造部門が合同で｢品質保証会
議｣を開催しています。この会議を通じてお客様の声や市
場の動向などを共有化し、お客様満足度の向上に取り組ん
でいます。
　また、お客様により安心・満足していただける製品を提
供するためにISO9001を取得し、品質マネジメントシステ
ムの継続的改善・品質の維持向上に努めています。2010
年3月には、ISO9001取得4拠点の認証を統合し、全社一
体となった品質管理システムの運用を開始しました。
　さらに当社はグリーン調達や欧州の化学物質規制法であ
るRoHS指令、REACH規制にも配慮し、環境負荷低減や
有害物質の拡散防止に努めています。

品質保証体制

ISO9001認証取得

　営業員が使用しているパソコンやタブレット端末には
最新のセキュリティ対策が施してあり、万一端末の紛失や
盗難にあった場合でも、リモート操作により情報削除を行
うなどの手法で情報漏洩の可能性を限りなくゼロに近づ
けています。また、埼玉・尼崎に設置しているリサイクル
センターでは2011年3月にISO27001を取得しました。
パソコン廃棄にともなう情報漏洩対策としてデータ消去
サービスやHDD等の破壊を行い、事業活動を通じて情報
保護に貢献しています。

情報漏洩に対する危機管理体制

ISO9001認証書

アサヒプリテック（株）
　テクノセンター
　福岡工場
　愛媛工場
　埼玉工場

専用ソフトによるデータ消去

　「お客様第一主義」を合言葉に、お取引先の皆様の幅広いニーズにきめ細かく対応できるよう努めてまいります。

お取引先の皆様とともに

お客様サービス向上への取り組み
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　当社は神戸経済同友会主催のボランティア活動である

「神戸経済同友会の森プロジェクト」に参加しています。

この活動は５年間を通じて森づくり活動を支援するもの

で、今年で３年が経過しました。六甲山系・再
フタタビサン

度山での

森林整備（間伐・除伐）や自然観察会等を通して自然に対

する理解を深め、次代の森を育む活動を行っています。

活動事例紹介

●神戸経済同友会の森プロジェクト

　福岡営業所では古賀市のボランティア活動、「古賀市

アダプトプログラム」に参加しています。美しい町並みを

めざし、企業や事業所と古賀市とパートナーシップを組み、

きめ細やかな美化および保全活動を行うプログラムです。

公共空間である道路等の環境美化に対する意識の高揚を

図ることを目的としており、市内の小・中・高・大学を

始め様々な団体が定期的な活動を行っています。営業所

全員で継続的に活動し地域社会、環境保全へ積極的に貢献

しています。 

●古賀市アダプトプログラムへの参加

　青森営業所では地域ぐるみで子供たちの安全を守って

いくボランティア活動として「子ども110番連絡所」に参加

登録し活動しています。「子ども110番連絡所」とは、子供が登

下校時等に何らかの被害に遭った、また遭いそうになり身の

危険を感じ助けを求めてきた時、一時的に保護すると共に

警察、学校、家庭等に連絡し子供たちの安全を守っていく

ボランティア活動です。子供が見やすい位置にポスターを

貼付し「子供が安心して避難できる環境作り」に努めなが

ら、より一層地域に根ざした活動に取組んでいます。

●「子ども110番」連絡所登録への取り組み

　全国で事業活動を展開している当社にとって、地域の皆様からのご理解とご支援は不可欠です。
企業市民として社会と共生する企業であり続けるために、さまざまなかたちで地域に根ざした活動を行っています。

地域社会の皆様とともに
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●お客様満足度調査

　定期的に「お客様満足度調査」を実施しています。当社
の営業活動全般に対する満足度を調査し、回答結果をもと
に問題点の改善を行っています。今後も定期的に調査を
行い、お客様の満足度向上に取り組んでいきます。

●公正取引に関する取り組み

　当社グループはアサヒウェイ（3頁参照）の中で、「公
平な競争を阻害する行為の禁止」、「お取引先の情報や技
術等の機密保持」、「不適切な利益授受の禁止」などを定
め、公正取引や企業倫理の順守を徹底しています。

　アサヒプリテックでは品質保証部門が中心となり、営業
部門、技術開発部門、製品製造部門が合同で｢品質保証会
議｣を開催しています。この会議を通じてお客様の声や市
場の動向などを共有化し、お客様満足度の向上に取り組ん
でいます。
　また、お客様により安心・満足していただける製品を提
供するためにISO9001を取得し、品質マネジメントシステ
ムの継続的改善・品質の維持向上に努めています。2010
年3月には、ISO9001取得4拠点の認証を統合し、全社一
体となった品質管理システムの運用を開始しました。
　さらに当社はグリーン調達や欧州の化学物質規制法であ
るRoHS指令、REACH規制にも配慮し、環境負荷低減や
有害物質の拡散防止に努めています。

品質保証体制

ISO9001認証取得

　営業員が使用しているパソコンやタブレット端末には
最新のセキュリティ対策が施してあり、万一端末の紛失や
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　テクノセンター
　福岡工場
　愛媛工場
　埼玉工場

専用ソフトによるデータ消去

　「お客様第一主義」を合言葉に、お取引先の皆様の幅広いニーズにきめ細かく対応できるよう努めてまいります。

お取引先の皆様とともに

お客様サービス向上への取り組み
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　当社は神戸経済同友会主催のボランティア活動である

「神戸経済同友会の森プロジェクト」に参加しています。
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企業市民として社会と共生する企業であり続けるために、さまざまなかたちで地域に根ざした活動を行っています。

地域社会の皆様とともに
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当社は、財団法人8020推進財団の8020運動（80歳

になっても自分の歯を20本以上保とうという運動）の主旨

に賛同し活動支援を行っています。

日本口唇口蓋裂協会等のボランティア団体が実施して

いる医療支援活動や、日本財団と日本歯科医師会の協力

により推進されている「TOOTH FAIRY（歯の妖精）」

プロジェクトへ協力企業として参画しております。

歯科医院で治療の役割を終えた貴金属のリサイクル活動

による支援を行い、リサイクルされた金、パラジウムなどの

貴金属の売却を通じて得られた利益は各団体の活動資金

として役立てられています。

事業活動を通じた社会貢献

＜当社が活動協力している主な団体＞
●財団法人8020推進財団

●日本財団
　「TOOTH FAIRY」プロジェクト

●特定非営利活動法人 
　日本口唇口蓋裂協会
　（口唇口蓋裂など口に障がいをもつ子供たちへの医療援助）

●特定非営利活動法人 
　メドゥサン・デュ・モンド ジャポン
　（戦争・自然災害などで苦しむ人々への医療援助）

©
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世界の医療団による医療支援（スマイル作戦）

　アサヒプリテックでは、社会貢献活動の一環として高等学校を対象とする

工場見学会を実施しています。2013年10月、和歌山県立日高高等学校の

生徒80名を迎え、尼崎工場および神戸工場において見学会を実施いたしま

した。尼崎工場では希少金属の精製工程、神戸工場では産業廃棄物の処理

工程を中心に紹介しました。

　日本口唇口蓋裂協会は口に先天的な障害を持つ子供

たちの援助活動、開発途上国での無償手術や医療援助

を行う団体です。当協会は２０年にわたりベトナムにて

医療援助活動を行っており、これまで3,000名におよぶ

口唇口蓋裂患者へ無償手術を提供してまいりました。

当社では貴金属リサイクル活動を通じ協力企業として

活動支援を行ってまいりました。　

　この度、当社のリサイクル活動が高く評価され、国交

樹立４０周年を記念しハノイで開催された国際会議に

てハノイ医科大学の学長より感謝状が贈呈されました。

引き続き貴金属リサイクル活動を通じ、企業としての

社会的役割を果たしてまいります。

日高高校の皆様を迎えて工場見学会の実施

ベトナム口唇口蓋裂患者への無償手術援助活動

表彰式（医学歯科交流ワークショップ）

工場見学
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安心して働ける環境づくり 

ワーク・ライフ・バランス

　やりがいのある仕事と充実した私生活のバランスをとりながら、持って

いる能力を最大限に発揮して人生を送ることは、社員だけでなく会社に

とっても大事なことです。私生活において重要なものは、家庭や健康、

スポーツや趣味など個人の価値観によってさまざまです。当社は、社員

が私生活と仕事のバランスをとれるようにサポートしています。

　個性を尊重し仕事を通じて自己を磨き、生きがいと連帯感のある明るい職場を形成することをめざし
ています。また、一人ひとりが持つ強みを最大限に引き出し仕事に活かせるよう、また社員が自分の
仕事に「やりがい」「働きがい」を持って取り組めるように、さまざまなサポートを行っています。

社員とともに

●メンタルヘルスケア●社員総会の開催

　現代社会は、職場や生活に関する不安や悩みによるスト

レスが蔓延しているといわれています。

　当社では、社員の生産性や活力の向上には心の健康が

不可欠であると考え、メンタルヘルス専門の産業医と連携

し、個別相談会や予防セミナーを実施しています。また、

医学的見地から健康増進に関するセミナーも随時実施し、

総合的な健康管理に努めています。

メンタルヘルスマネジメント研修

個別相談会

　社員総会を毎年開催しています。社員総会ではトップ

メッセージ、前期実績に関する説明と当期重点課題の発表

や、経営陣と社員のディスカッションなどを行っています。

社員総会

●健康管理体制への取り組み

　法で定められた定期健康診断（生活習慣病予防健診、

特定業務従事者健診、一般健診など）と健康リスクが高ま

る４５歳以上の全社員と管理職全員を対象に「人間ドック

健診」を実施しています。また、受診対象者からの要望に

より、脳ドック、がんの早期発見を目的としたＰＥＴ検診

の受診もサポートしています。

　受診率は１００％で、会社と社員双方が健康増進、疾病

の予防と早期発見に取り組んでいます。
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医療援助活動を行っており、これまで3,000名におよぶ

口唇口蓋裂患者へ無償手術を提供してまいりました。
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活動支援を行ってまいりました。　
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る４５歳以上の全社員と管理職全員を対象に「人間ドック

健診」を実施しています。また、受診対象者からの要望に

より、脳ドック、がんの早期発見を目的としたＰＥＴ検診
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●全社員インタビュー

　3年に1回、全社員を対象に個人面談を実施しています。

面談では、現状の職場環境や仕事内容について丁寧なヒア

リングを行い、社員一人ひとりのワークライフバランスを

考慮した勤務環境の改善に向けて、適正な業務量と勤務時

間となるよう指導を実施しています。

●育児介護休業制度

　出産や育児、家族の介護などと仕事との両立を支援して

います。育児介護休業制度にある短時間勤務等により、社

員のライフスタイルに合わせた働き方をサポートしてい

ます。

●自己申告制度

　全社員が年に１回、申告書で仕事上の能力発揮度、適性、

やりがい・達成感、人間関係・職場の雰囲気等の各項目に

関して自己評価を行い、自らが希望するキャリアプランも

記入します。また、チェックリストによる疲労蓄積度自己

診断も申告書内で実施しています。

　各自が申告書を直接人事部に提出し、人事部は申告内容

をもとに担当役員や上司とともに、人員配置の見直し、

職場の雰囲気の改善や各自のやりがいを促しています。

●社員意識調査
　３年に1回、全社員を対象に「意識調査」を実施してい

ます。この調査は職場、仕事、上司、会社に関する社員の

満足度や意識・価値観、企業風土の認識を客観的に把握

するために行っており、調査結果を組織と人材のさらなる

活性化に役立てています。

●社内クラブ活動支援

　野球部やフットサルなどのクラブ活動を通して、職場の

同僚やお取引先とのコミュニケーションを図っています。

●障がい者雇用 

　障がいをもつ社員が健常者と同じ職場で各種業務に

従事しています。

●リフレッシュホリデー

　入社2年目から毎年、3～5日の連続休暇を取得する

制度で、土日を含めると9日間連続の休暇が取得可能と

なり、家族との旅行や趣味に利用しています。
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ジュニアリーダー研修パワーアップ研修

人材育成に関する考え方

　社内のいかなる階層・職種にあっても専門性を重んじたプロフェッ

ショナル人材であることをめざし、独自の資格制度や社内教育カリ

キュラム、またASG活動とよばれる自発的な小集団活動などを実施

しています。さらに、社員一人ひとりの業績貢献度を公平、公正に評

価する成果主義人事制度を核に、チャレンジ精神を持った人材育成に

努めています。

マネージャー研修

●社員研修制度

　入社時期の習熟度に合わせた研修（入社時研修・ステッ

プアップ研修・パワーアップ研修）と階層別の選抜型人材

育成研修（ジュニアリーダー研修・マネージャー研修・リー

ダー研修）を実施しています。そのほか、部門別研修や技

能教育を通じて、個人がプロフェッショナル人材として必

要な実務知識を習得し、専門能力を培っていくことができ

る研修プログラムを設けています。
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　当社は今までも職場に潜在するリスクを抽出・
改善し、リスク低減を積極的に推進してきました。
しかし安全に対する社会的要求は、年を追うごとに
ますます高まっています。
　そこで当社は、2013年10月に「事故撲滅プロ
ジェクト」を発足させました。このプロジェクトで
は、経営トップがプロジェクトリーダーを務めるこ
とで、迅速で抜本的な安全管理体制の構築をめざ
しています。高い安全性を確保し、維持し、継続的
に改善することで、社員が更に安心して働くことの
できる現場をめざします。

安全衛生活動の推進 

　労働災害を減少させるには、職場に潜在する無数のリス
クに着目し、事前にリスクを減少させ、労働災害の芽を摘み
取ることが重要です。当社は、労働安全衛生マネジメント
システム（OSHMS＊）の考え方を取り入れ、リスク低減に
よる職場の安全衛生水準の向上をめざしています。
　当社のOSHMSでは、危険・有害要因の評価をもとに
『計画を立て』（Plan）⇒『計画を実施し』（Do）⇒『実施
結果を評価し』（Check）⇒『評価をふまえて見直し、改
善する』（Act）という一連のサイクル（PDCAサイクル）
を繰り返し実施することによって、職場のリスクを低減す
ることを基本としています。

OSHMSへの取り組み

OSHMS*： Occupational Safety and Health Management System

　環境安全教育は、社員研修制度の「人材育成プログラム」
のなかで実施しており、安全に仕事を行うための心構え
や、危険物の基礎知識などを教育しています。また、この
なかでは｢就業中に火災が発生した場合にどう対応する
か」などの具体的な緊急事態を想定して、グループ討議を
行うロールプレイ形式の教育も取り入れており、各人が実
際の現場で取るべき行動を正しく認識できるよう工夫し
ています。

環境安全教育

環境安全教育

工場研修

　現場サポートにおいては、安全衛生に関する専門スタッ
フにより、営業・工場現場でのOJTを実施しています。
作業者・担当者への安全指導により、職場環境安全衛生
レベルの向上を図っています。

A (Act)
見直し・改善

D (Do)
計画の実施

C(Check)
進捗確認
及び評価

P (Plan)
計画の作成

課題の
優先順位付け

危険因子の
抽出・評価

事故撲滅プロジェクト
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　毎年、安全管理に貢献した事業拠点や社員を対象に社員

総会の場で表彰を行い、安全意識の高揚に努めています。

安全活動に対する表彰制度 

安全活動に対する表彰

　同一職場内の社員による自発的・主体的な参加のもと、ASG活動（Asahi Small Group活動）を行っています。活動を通して

創意工夫を行い、職場内の問題解決を図っています。優れた取り組みを行ったグループには社員総会で表彰を行っています。

小集団活動による活力ある職場形成

　私は横浜営業所（管理G）において、貴金属リサイクル事業および環境
保全事業における管理業務を担当しています。今年度のASG活動では管理
G全体で組織力のアップを目標とし、「業務の効率化」、「CSの向上」、「コスト
削減」の3項目を重点に取り組んできました。
　｢業務の効率化｣として、営業所全体の事務業務の見直しを行い改善提
案の実施をいたしました。｢CSの向上｣では、「よりスムーズかつ的確｣な電話
対応をめざし、情報の共有化やコミュニケーションの強化を図りました。
｢コスト削減｣として、営業所全員の意識を強化し、自発的にコスト削減の
取り組みが出来る体制を再構築しました。
　このASG活動を通じ、管理Gメンバー全員の意識改革となりました。考え
る集団として業務に対する姿勢やコミュニケーションが強化され、組織力
およびモチベーションの向上に繋がりました。今後も現状に満足すること
なく、アサヒウェイの“革新と挑戦”を念頭に、組織運営に携わっていきます。

　安全対策として、事業活動上のリスクを洗い出し、拠点

ごとに「安全推進責任者」を決定し、予防策を講じると

ともに、万一問題が起こった場合には、迅速に対応する体

制を整えています。

　また、緊急事態発生時の社内外への対応として「緊急事

態対応管理マニュアル」を完備し、かつ、事故・災害発生

初期の対応要領を記載した「事故・災害対応の手引き」を

全員に配布しています。

緊急事態の対応

ASG活動　横浜営業所　
グループリーダー　永 岡　寛 隆

ASG活動に参加して

緊急事態対応訓練
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　成長戦略を積極的に推進し、事業の発展を通じた企業価値の向上と安定的な株主還元に努めています。

株主・投資家の皆様とともに

●所有者別株式分布状況

2014年3月31日現在

証券会社
740,893株 
2.04%
自己名義株式
3,518,557株
9.71%

その他の法人
3,117,150株
8.60%
金融機関
6,290,950株
17.35%

外国法人等
8,844,559株
24.40%

個人・その他
13,742,235株 
37.91%

　当社は、企業価値の持続的向上のため、収益基盤の充実

を図りながら、成長戦略投資を行ってまいります。その成

果配分におきましては、配当性向などを指標として、安定

的な配当を実施することで、株主の皆さまへの利益還元を

実現してまいります。

株主還元の基本方針

●1株あたり配当金

●売上高 ●営業利益

●株主資本利益率（ROE） ●自己資本比率
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